
上        昇 下        落 

品       目 前年比(％) 品      目 前年比(％) 

１ もち米 ４２．０ １ パソコン（ノート型） -２８．５ 

２ はくさい ３１．０ ２ パソコン（デスクトップ型） -２７．２ 

３ ほうれんそう ２６．６ ３ テレビゲーム -２０．３ 

４ かき（果物） ２０．４ ４ パソコン用プリンタ -１８．６ 

５ レタス １６．４ ５ カメラ -１８．２ 

６ だいこん １４．９ ６ 電気冷蔵庫 -１６．４ 

７ 牛肉（輸入品） １４．２ ７ 電気洗濯機 -１５．９ 

８ りんごＢ １３．３ ８ 温風ヒーター -１５．８ 

９ りんごＡ １３．２ ９ ビデオカメラ -１２．７ 

１０ かつお １２．５ １０ 通信機器 -１２．２ 

 

上        昇 下        落 

品       目 前年比(％) 品      目 前年比(％) 

１ もち米 ４２．０ １ パソコン（ノート型） -２８．５ 

２ パソコン誌 １２．３ ２ パソコン（デスクトップ型） -２７．２ 

３ コーヒーわん皿 １０．５ ３ テレビゲーム -２０．３ 

４ 国産米Ｂ ９．９ ４ パソコン用プリンタ -１８．６ 

５ ブレンド米 ９．０ ５ カメラ -１８．２ 

６ 国産米Ａ ７．６ ６ 電気冷蔵庫 -１６．４ 

７ あずき ６．９ ７ 電気洗濯機 -１５．９ 

８ ガソリン（レギュラー） ６．３ ８ 温風ヒーター -１５．８ 

９ 干ししいたけ ５．６ ９ ビデオカメラ -１２．７ 

１０ ガソリン（プレミアム） ５．４ １０ 通信機器 -１２．２ 

 

上        昇 下        落 

品       目 前年比(％) 品      目 前年比(％) 

１ 牛どん ２４．９ １ 自動車保険料（任意）  -５．１ 

２ 航空運賃 ３．２ ２ レンタカー料金  -４．３ 

３ 月謝（英会話） １．９ ３ 外国パック旅行  -３．８ 

４ ハンバーガー １．８ ４ ビデオソフトレンタル料  -２．９ 

５ 出産入院料（国立） １．６ ５ ルームエアコン取付け料  -２．８ 

６ ハンバーグ １．３ ６ 料金（ＪＲ，新幹線）  -２．６ 

６ ＰＴＡ会費（中学校） １．３ ６ ゴルフプレー料金  -２．６ 

８ 公団公社家賃 １．２ ８ 公営家賃  -２．０ 

 ８ 下水道料 １．２ ９ 固定電話通信料  -１．２ 

 ８ 公立高校授業料 １．２ ９ 通所介護料  -１．２ 

 

４ 品目別価格指数の動き 
  

 (1) 財・サービス分類別上昇・下落上位品目 

財の品目別価格指数の前年比を，上昇幅の大きい順に並べてみると，上位10品目中，生鮮商品

が９品目を占めている。一方，下落幅の大きい順に並べてみると，上位10品目中，耐久消費財が

９品目を占めている。（表18，19） 

サービスの品目別価格指数の前年比を，上昇幅の大きい順に並べてみると，米国産牛肉の輸入

停止の影響により，牛どんの上昇幅が最も大きくなった。一方，下落幅の大きい順に並べてみる

と，規制緩和の影響により自動車保険料（任意）の下落幅が最も大きくなった。（表20） 

 

   表18 財の前年比で上昇・下落幅の大きかった品目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   表19 生鮮商品を除いた財の前年比で上昇・下落幅の大きかった品目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   表20 サービスの前年比で上昇・下落幅の大きかった品目 

 

 

 

 

 

 

 

 



 (2) 品目別価格指数の前年比の分布 

品目別価格指数の前年比の動きをみると，消費者物価指数594品目（持家の帰属家賃の４品目を

除く。）のうち，上昇したもの228品目（全体の38.4％），変わらなかったもの46品目（同7.7％），

下落したもの320品目（同53.9％）となった。これらの品目について前年比を階級別にみると，上

昇した品目のうち0.1％～1.0％の上昇は125品目（同21.0％），１％を超える上昇は103品目（同

17.3％）であった。一方，下落した品目のうち0.1％～1.0％の下落は137品目（同23.1％），１％

を超える下落は183品目（同30.8％）であった。（図21） 

 

  図21 品目別価格指数の前年比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）平成15年の前年比には，平成15年１月に追加した２品目（パソコン用プリンタ，インターネット接続料） 

を含めていない。 

 

 (3) 石油関連品目 

石油関連品目の動きを前年比でみると，

ガソリン（レギュラー）は6.3％の上昇，ガ

ソリン（プレミアム）は5.4％の上昇，灯油

は3.6％の上昇となった。一方，都市ガス代

は0.6％の下落，電気代は0.5％の下落とな

った。（図22，表21） 

 

 

 

 

 

表21  石油関連品目指数 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成15年 平成16年

100

　 0

品
目
数
の
割
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％
）

（前年比）

138

90

132

56

98

24

54

110

73

137

46

125

38

65

     ～ -2.1％

-2.0％ ～ -1.1％

-1.0％ ～ -0.1％

0.0％

0.1％ ～ 1.0％

1.1％ ～ 2.0％

2.1％ ～

平成12年＝100

平成15年平成16年 前年比 寄与度

　　　 　　　　　　　 ％

98.1 99.7 1.6 0.11

電 気 代 94.4 93.9 -0.5 -0.01

都 市 ガ ス 代 100.8 100.2 -0.6 -0.01

プ ロ パ ン ガ ス 101.5 101.8 0.3 0.00

灯 油 104.8 108.6 3.6 0.02

ガソリン (ﾚｷﾞｭﾗｰ) 100.1 106.4 6.3 0.09

ガソリン (ﾌﾟﾚﾐｱﾑ) 99.3 104.7 5.4 0.02

品         目

石 油 関 連 品 目



     図22  石油関連品目の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：財務省「外国貿易概況」，日本銀行「金融経済統計月報」 
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